2006年　トロムソ　ミッドナイトサン　マラソン
東京からロンドンとオスロを経由してさらに６６０キロ離れたノルウェーの北側、北極圏の入り口となる 町トロムソへ来た。東京から乗り継いで２３時間かかった。北緯６９度に位置するこの町は５月の中旬 から７月の中旬までの二ヶ月間は太陽が沈まない、白夜となる。そこで夜にマラソンが行われるのだ。 マラソン開催地としては最北端に当たるとのことだ。 
　今年で第１７回目を迎えるこの大会はさすが遠いせいか日本からの参加者は名簿によると３人しかい ない。まだツアーもないようだ。参加費用は一人５５０クローネ。約１万５百円。スタート直前まで参加を 受け付けてくれるが前日ゼッケンを取りに行くとフルマラソンの参加者は今のところ330人位らしい。 
　前日の朝３時にホテルに到着する。今回は数週間前からホテルを予約しようと思っても全く取れず、 結局空港に着いてからタクシーに相談してようやく当日分が取れた。その後はキャンセル待ちといわれ たが翌朝起きるとすでに最終日（４泊分）までO.K.になる。ホテルはシャワーしかないし、景色もよくない し何と言っても空港の前で町まで遠い。それでも一泊１８０ドルもする。やはりどこの町でも大きなイベン トがあるとホテル代は跳ね上がる。 
　朝食を取り（豪華なビュッフェが含まれていたのは良かった）町へ観光とゼッケンを取りに向かう。町 へはホテルから１００メートル離れたバス停より２０分かかる。片道４３０円だ。到着した時は真夜中では あるが白夜なので明るいと思っていたがあいにく大雨のせいで薄暗かった。今朝も小雨が降っている。 なんかちょっとがっかりだ。そう言えば昨日のドライバーもマラソンの時期はいつも雨だよと言っていた。 
　観光をしてから町の中心部にある公民館にゼッケンを取りに行く。思ったよりかなりこじんまりしてい た。渡されたゼッケンは一枚。どうやら正面に一枚つければいいようだ。またICチップはない。330人位 なら必要ないからだろう。そしてなぜか署名を求められる。その紙を読むと完走メダルが中国からの輸 送が間に合わず仮のメダルを渡すので後日郵送することへの手続きだった。 
　コースを確認すると気になるトイレは２箇所しかない。だが２回折り返すので４回行けるとのことだ。気 温は想像していた以上に寒い。８、９度程である。会場で記念のTシャツを購入して持ってきた長袖に重 ね着することにした。 
　会場近くの公認ホテルで２０時より前夜祭がある。前回ボストンでは行けなかったのでかなり眠かった けれども参加することにする。ところが時間になって会場に入るとなんだかパーティーっぽくない。テーブ ル席が細かく用意されていて仲間内で会食している雰囲気だ。大会関係者が挨拶する様子もないので 一人で参加してもつまらなさそうなので帰ってしまった。 
　当日。今回は初めて夜スタートの大会に参加するのでどのように一日を過ごしていこうか考えていた。 結局１０時までの朝食に間に合うように起きて食べてから近所のショッピングセンターに買い物に出か け、帰ってから３時間くらい仮眠をとることにした。 
　スタート前にまたホテルでパスタビュッフェが行われる。今までの反省からスタートの３時間前までに満 腹食べてそれ以降は控えるようにしようと思い、４時半にホテルに着いて食べ始めた。予定通り５時半 には食べ終わり近くのカフェで小１時間時間を潰し、いざ会場に向かった。そこでしばらく横になろうかと 思った。 
　ところが会場はまだマラソンの受付中で人が大勢いた。今回この「ミッドナイトサン　マラソン」は距離 によって５種類用意されている。１キロのちびっ子マラソン、４．２キロマラソン、１０キロマラソン、ハー フ、そしてフルマラソンである。その為会場は大賑わいだった。スタッフに聞くと着替えはトイレで行い、 貴重品は預かるがそれ以外は適当に受付の裏手の狭い通路みたいなところに皆置いていくようだ。お よそ休憩する場所はない。「えー！まだ２時間あるのにぶらぶらしていなくてはいけないの」と、かなりシ ョック。ホテルが街中だったら一度帰れたのになあと後悔してしまう。 
　少し経つと放送が流れてきた。どうやらちびっ子レースが始まるようだ。することも無かったので見物 することにした。思いの外それがとにかく面白かった。なんと０歳児から参加できるのでバギーに乗った 赤ちゃんやよちよち歩きの赤ちゃんまでゼッケンをつけてスタートしているのだ。その位小さいと勿論親 同伴である。３歳くらいの男の子がスタートして10ｍ位で泣き出して親を探し始め、立ち往生している。 見かねた観衆がその子をスタートへ連れ戻していた。４回に分けてスタートするほど大盛況で見ている ほうも本当に楽しそう。マラソン大会を大人だけのイベントにせず、子供たちにも参加させ、応援させて 皆で盛り上げている。 
　会場に戻ると空いている椅子を見つけ、しばし休憩が取れた。小雨模様だった天気もどうにか持ち堪 えそう。スタート１０分前にラインに並ぶ。３３０人くらいだと混雑していなくてリラックスできる。気温も上 がり上に羽織っていたレインコートを急遽脱ぎ捨てた。 
　８時半になった。静かなスタート。押すな押すなって感じがまったくない。時差で仮眠をとった後でもな んだか眠くてだるいので走る意欲がいまいち湧かないまま他のランナーと共に前に進んでいく。町の目 抜き通りGronnegata通りからしばらく応援の多い街中を進む。途中で折り返しHavnegata通りへ。ここ は海に面してレストランが並び、歴史のある古い色鮮やかな三角屋根の家屋が建ち並ぶ観光スポット である。そこを抜けるといよいよコースのハイライトでもあるTromsobrua橋を渡る。全長が約１キロほど で町の中心があるトロムソ半島と本島を結ぶ橋だ。高さは４４メートル。傾斜は緩やかに上りが続き、同 じように緩やかに下りに変わる。その先に見えるのが観光名所である北極教会だ。二等辺三角形の白 い大きな教会は正面がガラス張りで日が反射してまぶしい。 
　橋を渡ると閑静な住宅街に入った。北欧風の色とりどりの大きな住宅が続く。三角屋根の古典的な家 屋があるかと思えばモダンなデザインの洒落た家もある。ほとんどの人たちは家のテラスから手を振り 応援してくれている。外は明るいといえども夜１０時前だからだろう。 
　８キロ過ぎにバスでわざわざその地点まで来てくれたのだろう、中高生くらいのバトンガールと鼓笛隊 が大型バスの前でランナーを盛り上げてくれている。周りは応援する人がほとんどいない海沿いの道だ ったので明るい応援がとても活力になった。 
　しばらく進むと反対岸に見えていたトロムソ半島が切れ、奥にKaldフィヨルド地区の山々が見えてく る。住宅が左側にぽつりぽつりとあり、右側は静かなトロムソ湾が広がる、息を呑むような風光明媚な 風景が続く。目の前に広がる湾に奥の山々が映っている。とても静かなその海は入り江となっているせ いだろうか波もなく湖のように見える。時差で眠気に襲われながらなんだかうつらうつらしながら走って いたのでその現実離れした景観を目の前にして今の自分の状況が夢か幻のように思えるほどである。 時間よ止まれ、このまま夢のようにふわふわと走り続けたいと今まで十数回参加して来たレースの中で 初めて感じた。 
　１２キロ位で折り返し地点となる。係員が一人黄色いポールの前に立っていた。同じコースをしばらく 逆走する。反対側に東洋人らしき人はぽつぽつとしか見られない。 
　今回は温度も走るのにちょうどいい感じだったのであまり喉も乾かなかった。けれども５キロごとにし か給水がないように案内されていたのでそのたびにスポーツドリンクを２口ほど口にした。給水ポイント は実際にはもう少しあったのだが。 
そして気になるトイレは簡易トイレは一つだけ給水ポイントに設置されていた。折り返した後の１６キロ 地点で入ることにする。すでに使用中で数分待たされてしまった。それでもその後は気分がリフレッシュ できて良かった。先ほどのバトンガールがまたバトンを振って応援してくれていた。 
　再びトロムソ橋が見えてきた。しかしコースはその下を通り少し迂回して住宅街を通ってから橋に戻る ようになっている。橋にかかり、後ろを振り返ると先ほどの北極教会が目の前にそびえている。変わっ た風貌の教会の正面には大きな十字架が立ち、日に映えてまぶしい。 
そして橋を渡る。折り返す時には車道は車に開放していた為、狭い歩道を走る。その地点で標示が２２ キロと出ていた。この大会ではコースに置かれていたキロ標示は残りを示している。初めての経験だ。 それがいいのか悪いのか、走りながら考えてしまった。 
　ハーフ地点は１時間５０分。トイレに寄ったりスピードをつけないで走っていたので疲れは全く感じな い。眠気も冷めてきた。沢山食べたのでお腹も空かないし、３時間間を置いたせいか胃のもたれもな い。後半もこの調子ならペースを落とさないで進めそうだ。 
　橋を渡りきると先ほどと違うコースを走ることになる。町の中心を細かくジグザグに進んで行く。前のラ ンナーについていかないと道がわからなくなる。埠頭近くではランナーの波が途絶え、曲がり角が多い せいでコースに迷ってしまった。一瞬立ち往生してしまう。フルマラソンで初めての経験。すぐに通行人 がこっちだと指で示してくれて助かった。よく見ると路上に青いペンキでコースとして矢印が示されてい る。なんだ、知っていたら迷わなかったのに。 
　コースはスタート直後に走った目抜き通りの西側に出た。先ほどと違いこのあたりでの応援はほとん どなかった。 
前方に残雪がある山々を見ながら走り続けていくと突然ペースの速い集団が私を抜いていった。こんな 速いのになんで私の後ろにいたのだろうかと考えていたらまた抜いていく集団がある。２時間後にスタ ートしたハーフの選手だということがわかった。彼らがいるせいか住宅もない海沿いの静かなコースの 沿道に大勢の人が再び声援を送ってくれていた。「ハイヨー！」と口々に叫んでいる。おそらくは「頑張 れ！」と言う意味だろう。しばらく応援が途切れていたので再び元気をもらえて疲れも飛ぶ。 
　２８キロ地点では右手に牧場が見え、放牧するのどかな風景が見られた。沿道には広い草原が続き、 青い海とフィヨルドが続いている。住宅では時折庭で宴会をしながら応援してくれたり、２階のテラスから 声をかけてくれていた。 
　広がる草原と澄んだ海、くっきりと見える神々しい山々を追いかけて進んでいくと第二の折り返し地点 となる空港近辺に来た。３１キロ地点位だ。管制塔が見えると滑走路の脇を進み、折り返す前の道とは 違うルートを１キロほど進んで元の道に戻った。 
　残りが１０キロ程となった。相変わらずハーフの選手に抜かれっぱなしだったので少しスピードを上げ た。広い道路にはたまにしか車が通行してこない。両脇が少しだけ森林地帯に変わったがすぐに海沿 いの見晴らしの良い開放的なコースへと戻る。 
　残りが５キロの標示。最後の給水ポイントだ。シャツの中は汗をかいているものの暑くもなく寒くもなか ったのでもう大丈夫と思い、そのまま通過した。さらに続く夢のような絶景。なんて静かな海。残りが５キ ロ切ってしまったのだとなんだかとても残念に感じる。いつもなら体がしんどくなって早くゴールしたいと 思うところだ。だがあまりの美しい景観の中を走り続けていて、まもなくそれが終わってしまうことが本当 に名残惜しいのだ。何度も足を止めて撮影。タイムなんてどうでもいい、綺麗に撮影したい。 
　カメラ片手に走っていると横にスクーターに乗ったおばさんが走っている姿を撮影してくれると声をか けてくれた。こんな美しい所を背景に走っているところを撮ってくれるなんて嬉しい限りだ。 
　カメラを渡すとスクーターを飛ばし１００メートルほど前方に行ってしまった。近くまで来るともう一枚お 願いする。 
　いよいよゴールが近づき、町の中心に戻ってきた。まだ沿道には応援する人が見当たらない。１キロ 手前には世界で最北端にあるビール醸造所、地元のMACKビールの工場が見えてきた。長細い煙突が ゴールが近いことを伝えてくれる。 
　そこを過ぎると中心街、Strandvegen通りを直進だ。ハーフの集団が真横を、後ろを走っているのが わかる。もうこれ以上抜かされたくないなあ、と思い５００メートル手前から猛ダッシュ！それを見て、増 えてきた観衆も声援を送ってくれていた。写真を撮りながらダッシュしていると周りは大笑いしていたよう だ。手前にゴールが見えてきた。 
　３時間３４分。ゴールのラインは両脇にDJや審査用のブースが作られているせいで１．５メートルほど しかなく狭かった。 
　ゴールすると分厚い毛布をかけてくれそうになったがあまり寒くなかったのでお断りする。メダルは仮 のものだがかけてもらえてやはり嬉しかった。食べ物コーナーには地元のMACKビールも用意されてい た。 
　　着替えてからしばらく沿道でゴールするランナーを応援する。自分の時には気がつかなかったのだ が、ゴールの脇の小屋からDJがゴールする選手の出身国と名前を呼んでいてくれていた。 
　１時間もすると先ほどまでいた観衆がほとんどいなくなっていた。明るいから気にしていなかったがす でに深夜１時をまわっているのだ。盛り上がっていたのはゴール近くだけで町はすでに深夜の風景に変 わっていた。 
　トロムソはまだあまり日本のランナーには知られていない町だ。また訪問するまでもとても遠い町だっ た。お天気もぱっとしないし白夜といえども雨のせいで薄暗いことが多いし、遥々来てマラソンに参加す るだけのことはあるのかとスタート前は思ってしまっていた。ところがスタートするとそのマイナス要因は 見事に払拭される。 
　　ランナーであればぜひ一度は参加してほしいと思えるほど類を見ない、景観の美しい素晴らしいコー スであった。

トロムソ白夜マラソン（１　準備編）  

そろそろ夏至。ロンドンも日がながーくて幸せな日々。
昨年の今頃「トロムソ白夜マラソン (Tromso Midnight Sun Marathon)」 に参加しました。
トロムソはノルウェイの北の端っこのほうの港町で、北極圏（北緯70度近辺）に位置し、北極圏ではムルマンスク（ロシア）に次ぐ第二の都市だそう。
北極圏、足踏み入れたことない。白夜を体験してみたい。
フルマラソンが20時スタートというなんとも面白い企画。これは行くしかない！
「まてよ、北緯70度って空気薄くて苦しいのかな」っておばかな考えをしてしまいましたが、そんなわけはありませんね。

参加に至るまでの準備のお話。

レースの2ヶ月半前にインターネットで参加申し込み。Registrationを始めるとサーバーの方で記録されるようになっているみたいで、途中でやめると「何か問題がありましたか？何か質問があれば気軽にきいてください」というメールが事務局から到着。すごい。。。。

余談ですが、前日、当日も現地で参加申し込みができました。ふらっと行ってふらっとマラソンも可能ですよ♪（そんな奇特な人いないか。笑）

ロンドン、トロムソ間は週に2回程直行便がありますが、働くウーマンにとっては不便な曜日設定なので経由便で。経由便って割高についてしまうんですよね。でも白夜のためには仕方ない！

ロンドンからオスロまで約２時間、オスロからトロムソまで約２時間。トランジットや時差も含めると移動に半日以上。どんな地の果てに連れて行ってくれるんだろう。

そんな北なんだから相当寒いはず。マフラー、フリース、手袋をたんすから引っ張り出し、マラソン用には長パン＋長袖＋手袋　という真冬に走るウェアを持参し向かったのです・・。

